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概要 
大企業 は 、 リスク回避の 観点から、 また。 既存のコア。 テクノロジーに 固執することか 

ら 、 いわゆる継続的イノベーションに 終始したイノベーション 活動を主とする 企業経営に 

陥りやすい。 こ を 解決する新しいイノベーション。 マネジメント。 システムとして、 継 

練釣イノベーションを 実践しつつ、 破壊的イノベーションを 実践する イ / ベ一 ション。 マ 

ネジメント。 システムが必要であ る。 また、 そのシステムを 機能させる上で。 CT ㊤の役 

割が重要であ る。 

本論文ほ。 イノベーション。 マネジメント。 システムを 能 させる、 CT ①の果たすべ 

き 資質。 能力は。 技術評 能力、 経営者能力、 起業家能力の 3 つの能力で評価できるこ と 

ならびに。 上記イノベーション 。 マネジメントを 成功裏 に実施するには。 特に経営者能力 

では、 コミュニケーション 能力が、 そして起業家能力でほ、 洞察力と創造 カが 求めら 

ことを指摘する。 

ユ 。 @ まじめ & こ これほ、 企業経営の観点から、 イノベーションを 自社 

大企業は、 リスク回避の 点から、 また、 既存のコア。 から見た市場と 技術でセバメント 化し、 図一 

テクノロジ一に 固執することから、 いわゆる継続的イノ 破壊的イノベーションと 継続的イノベーションに 体系 ィ 比 

ベーションに 終始したイノベーション 活動を主とする 企 した考えをべ ー スにしたものであ る。 また、 その中で。 

業 経営に陥りやすいことが 指摘されている㈹。 これを 午 午 月三システムを 目させるためには CT ㊤等トップリーダ   

決する方法として、 継続的。 破壊的の面イノベーション 一の資質。 能力が重要であ ることを指摘した ぽ 。 

を 併行して実践するイノベーション。 マネジメント。 シ 

ステムを図一 4 として提案 ゅ した。 
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図一 2 継続的。 破壊的イノベーション 区分国 

図一 1 において、 両 イノベーションをマネジメント す 

る 役割を担 う のが CTO であ る。 C ギ ㊤という呼称が 出 

現したのほ、 アメリカからで、 企業マネジメント 組織上 - 

図一 す 新しし、 イノ ヘ "- ショソ 。 マ中ソ " ルト。 ソ ステム での最高技術責任者の 呼称として使われている ゅ 。 

C 圧 ㊤や C ㊤㊤等トップ ; 経営者の資質。 台け コ について 

は 多く論じられているが。 C ギ ㊤の資質。 能力について 
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はあ まり論じられていない 状況であ る ゅ 。 

本論文 は 、 上記、 ンステムを させる CT ㊤の資質。 

能力を明確にするため、 その 。 能力を捉える 考え方 

と、 予備調査のアンケート 調査から導き 出せる Cn 丁 ⑪に 

質 。 能力について 言及したものであ る。 

  CT ⑪の資質。 能力の捉え 方 

優れたトップリーダ 一の能力として、 将 構築 能 

力。 戦略的意思決定能力、 執行管理能力に 分類して。 必 

要能力を論じたもの り 、 イノベーションのリーダーシッ 

プとして、 創業リーダーシップ、 制度革新リーダーシッ 

プ、 文化イノベーションリーダーシップ、 新企業家 リ - 

ダーシップに 分類して資質を 論じたもの ゅ 。 長期計画に 

おけるイノベーション リーダ一の役割を 論じたもの         

現在の CE ⑪の問題点や、 CE ⑪を取り巻く 企業環境の 

点、 後継者育成上の 間 題 点などを 夕 

育成法を論じたもの り などあ るが、 L 

ション。 マネジメントを こ 必要となる資質。 能力について 

由 れているわけではない。 ここでは。 昨年の年次大 

会発表で取り 上げたケース ゅ における CTO の役割を 

分析したところ、 泰一 ぇ のよう @ こ 集約されることから。 

システム。 マネジメント 要 となる m 丁 ㊤の必要能力 

を 、 技術評価能力、 経営者 肯きズコ 、 起業家能力の 3 つの能 

力で捉えて評価することを 提案する。 

泰一 ぇ ケース分析より 抽出された必要能力 

ヒ 。 ロリ菌 診断 薬の ケース 人道的地雷除去システムのケース 

。 医学界の本流の 見方を凌駕する 見識 。 レーダー技術とセンシンバ 技術の融合指導 

技術評価能力 。 天然ガスの主成分であ る炭素の同位元素を 。 社会貢献に対するアイデア 具体化 

活用する ア イデアを指導 

経営者能力 

。 数十億円かかるプラント 試作を実行 

。 必要人材を社覚から 登用 

。 強力なリーダーシップにより 推進 

。 関係企業間の 経営トップ会談を 設定 

。 ビジネスモデル 構築指導 

。 要因流動、 研究開発費のローリング 

起業家能力 。 異業種問の知識。 情報 00 意欲的吸収 。 既存事業部に 依存することなく 新規事業部 

。 医薬品の流れを 変えた直感 力 。 洞察力 創設を実 ィ ・ 了 

力 、 起業家能力の 言 

びに、 CE ⑪算経営トップリー 

ダ一に必要とされる 能力、 ェク セレントマネジ ャ 一に必 

要とする資質等㈲から、 ここでは、 技術評価能力、 経 

営者能力、 起業家能力を 以下のように 考える。 

技 能力 ; 自社の技術の 強み、 弱みを熟知し、 かっ 

世の中の技術動向を 的確に捉え、 自社の技術戦略を 明確 

化できる能力であ る。 それ， らほ 以下のようなキーワード 

で表現できる。 

一 コア。 コンピタンスに 関する知識、 最新技術に関する 

知識、 アプリケーション 構想 力 、 融合。 統合力、 咀喘カ 

経営者能力 : 事業を定まった 方向へ導くための 戦略的意 

思決定や、 経営を執行管理する 能力であ る。 

先ず、 戦略的意思決定に 関しては。 フオ ロワーを一つの 

方向ヘリードしていく 核 となるビジョンを 掲げ、 の 

フオ ロワ一のアイデアをまとめていく 必要があ る。 従っ 

て、 以下のようなキーワードで 表現できる。 

一 ビジョン構想 力 、 コミュニケーション 能力、 決断力 

リーダーシップ 能力、 人材育成能力 

起業家能力 : 世の中の大きな 流れを長期的に 幅広く捉え、 

同時に技術に 関する動向、 可能性、 価値を見出して、 そ 

れらを結びつけて 考えられる能力であ る。 それらは、 以 

下のようなキーワードで 表現できる。 

一 自社を取り巻く 環境に関する 知識、 知識。 情報吸収意 

欲と 吸収能力、 、 洞察力、 想像力。 創造 カ 
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継続的イノベーションと 破壊的イノベーションを 同時 

並行的に、 バランスをとってマネジメントするためには、 

m 丁 O に多大の資質と 能力が求められることが 想定され 

る。 それらを網羅的に 抽出できるアンケート 表を、 完壁 

な形で作成するには、 予備調査を実施して、 おおよその 

C 丁 ㊤に求められる 資質。 能力をおさえ、 検証する形で 

最終的アンケート 表を作成し、 アンケートを 実施する 必 。 

要があ る。 そこで以下のような 考え方で、 予備調査を実 

施した。 

( い 破壊的イノベーションに 携わった cTo と、 携わ 

った 経験のない m ギ O とに対して比較検証する 形でアン 

ケートを実施する。 

は ) 技術評価能力。 経営者能力、 起業家能力を 評価す 

る尺度として。 各能力を以下に 示す 5 つの要素に分類し 

て、 質問を形成する。 

技術評価能力 一 自社の強み。 弱みの熟知 度 

一世の中の技術動向熟知凌 

一自社の技術戦略明確化能力 

一 アプリケーション 構想 カ 

ー 融合。 統合能力 

経営者能力 一 ビジョン構想カ 

ーコミュニケーション 能力 

一決断力 
一 リーダーシップ 能力 

一人材育成育 巨フコ 

起業家能力 一 起業願望 

一 知識。 情報吸収意欲、 吸収能力 

一 洞察カ 

  

ー 想像力。 創造力 

(3) 各要因を 5 点評価法で評定する。 

㎏ ) 予備調査なので、 サンプル数は 1 

する。 

破壊的イノベーションに 通じる成功体験のあ る CT ⑪ 

と成功体験のない C 丁 ㊤とに グル @ プ 分けして、 技術評 

価能力。 経営者能力、 起業家能力を 比較言 呵面 したところ、 

各能力の要因 別 比較表として、 泰一 2 ～ 4 を、 また、 技 

術 評価能力、 経営者能力、 起業家能力を 各 軸 とした 3 軸 

レーダーチャート 国 として、 図一 3 を得た。 

泰一 2  技術評価 肯 肋の比較 

想力 5. O 5. O 

融合。 統合能力 4. O 3. 3 

表 一 3  経営者能力比較表 

コミュニケーション 

ポは 5% 有意を示す。 

泰一 4  起業家能力の 比較表 

知識。 情報吸収意欲、 

創造力。 想像力 3.@ 3* I 。 6 

ネは 5%M 有意を示す。 
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凡例 : 一 @ 破壊的 イ / ペ一 ションの 成 
幼体験あ る cT 。 

一 破壊的イノベーションの 成 
動体験の無い cT 。 

図一 8  予備調査結果 

以上の結果から、 以下のことが 言える。 即ち、 「継続的 

イノベーションと 破壊的イノベーションを。 同時並行的 

にマネジメントする C 丁 ㊤の資質。 能力 は 、 経営者能力 

や通業家能力に 差があ り、 特にコミュニケーション 能力 " 

洞察力。 創造力の高 い ことが求められる ，」 

。 考察 

予備的に実施したアンケート 結果を分析すると、 技術 

評価能力にはそれほど 差がないが、 経営者能力、 起業家 

そうでない c, 丁 ㊤との間にほ " いくつかの要因において 

有意差も生じている。 したがって、 今回使用したアンケ 

ート質問項目はほぼ 妥当と考えられる。 今後、 差のでて 

いない要因については、 より調査項目の 精査を行い、 差 

の生じている 要因項目については、 その妥当性をよく 吟 

味 して。 本格的調査を 実施する 必 、 要があ る。 

本調査は予備調査であ るにもかかわらず、 

ンケートにご 協力いただいた。 「科学技術と 経済の会」 会 

の方々、 ならびに事務局のご 酒 

する。 また、 本論文執筆に 当たって、 親身にご指導いた 

だき、 ご 助言 い ただいた、 両掛五教 受 、 井ノ ll 

遠山助教授に 感謝する。 
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